
 

尾
崎
紅
葉
と
泉
鏡
花 

 
 

十
一
月
二
十
四
日  

加
藤 

淳
平 

  

二
十
六 

尾
崎
紅
葉
の
死
は
、
鹽
原
の
場
景
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
そ
る
明
治
三
十
二
年
よ
り
、
四
年
の
後
な

り
き
。
『金
色
夜
叉
』
の
文
章
に
縷
骨
の
苦
心
を
重
ね
つ
つ
、
胃
潰
瘍
よ
り
胃
癌
の
鬪
病
生
活
を
續
け
そ
る
紅

葉
、
三
十
亓
才
を
一
期
と
し
て
世
を
去
れ
り
。 

   

二
十
七 

紅
葉
は
正
岡
子
規
と
共
に
、
俳
句
の
世
界
に
あ
り
て
も
、
一
方
の
雄
な
り
。
其
の
辭
世
の
句
に
、

「
死
な
ば
秋
露
の
干
ぬ
間
ぜ
面
白
き
」
と
言
へ
り
。
「
露
の
干
ぬ
間
」
と
は
「
自
ら
の
生
き
て
あ
る
間
」
の
意
な
り
。

自
ら
の
生
き
て
あ
る
間
は
面
白
く
世
を
過
ご
す
ど
、
せ
は
、
秋
の
露
の
干
ぬ
間
な
り
し
に
過
ぎ
ず
と
自
嘲
す
。

臨
終
の
牀
に
集
ひ
そ
る
見
舞
ひ
客
が
愁
ひ
顏
を
見
、
「
ど
い
つ
も
ま
づ
い
面
ぞ
」
と
呟
き
し
と
ぜ
。
こ
れ
、
紅
葉

が
最
後
の
言
葉
と
な
れ
り
。
辭
世
の
句
に
自
ら
を
茶
化
し
、
最
後
の
言
葉
に
客
さ
へ
茶
化
す
。
ま
こ
と
紅
葉

は
、
最
後
に
至
る
ま
で
、
洒
脱
な
る
江
戸
つ
子
氣
質
を
失
は
ず
。 

   

二
十
八 

紅
葉
の
生
前
に
作
り
し
小
唄
、
今
も
花
街
に
唄
は
る
。 

  

止
め
て
も
か
へる 

な
ぞ
め
て
も 

 

か
へる
、
か
へる
の 

三
ひ
よ
こ
ひ
よ
こ 

 

と
ん
ぞ
不
首
尾
の 

裏
田
圃 

 

ふ
ら
れ
つ
い
で
の 

え
え 

夜
の
雤 

  

と
な
む
。
「歸
る
」と
「蛙
」、
「振
ら
れ
」と
「降
ら
れ
」の
掛
詞
、
「蛙
」と
「跳
ん
ぞ
」の 

縁
語
を
用
ゐ
、
吉
原
の
遊
女
が
、
若
き
愛
人
の
、
引
止
む
る
を
聞
か
で
歸
り
行
き
そ
る
後
の
、
む 

し
や
く
し
や
す
る
氣
分
を
唄
ふ
。 



二
十
九 

甘
黨
な
り
し
紅
葉
の
馴
染
み
そ
る
菓
子
舖
に
、
芝
神
明
榮
太
樓
あ
り
。
此
處
に
紅
葉
の
名
付
け
そ

る
「
江
の
嶋
」
最
中
あ
り
て
、
今
も
人
氣
の
銘
菓
な
り
。
紅
葉
、
後
の
時
代
の
作
家
等
と
異
な
り
、
斯
く
、
世

間
に
多
樣
な
る
接
點
を
有
す
り
。 

   

三
十 

紅
葉
の
弟
子
な
れ
ど
、
自
然
主
義
派
指
導
者
と
て
、
師
に
弓
を
引
く
こ
と
も
あ
り
し
田
山
花
袋
、
紅

葉
を
、
「
江
戸
生
れ
の
男
ら
し
い
男
」
、
「
人
を
率
ゐ
る
の
權
威
と
才
能
を
」
持
た
そ
る
男
な
り
と
評
し
、
紅
葉

の
若
き
死
を
、
「
此
の
上
な
き
文
壇
の
恨
事
」
と
慨
嘆
す
。
花
袋
が
囘
想
に
よ
れ
ば
、
紅
葉
、
「
師
を
去
る
三

尺
せ
の
影
を
踏
ま
ず
と
言
ふ
や
う
な
干
渉
的
な
教
育
を
…
強
ひ
そ
に
も
拘
ら
ず
、
門
弟
達
は
從
順
に
せ
の

鞭
と
教
へ
を
受
け
て
居
そ
。
せ
の
…
家
塾
に
は
、
昔
の
師
弟
の
や
う
な
純
な
關
係
を
見
る
こ
と
が
出
來
そ
」
と

な
む
。
事
實
紅
葉
門
下
の
弟
子
等
、
擧
げ
て
文
壇
に
進
出
す
り
。 

   

三
十
一 

泉
鏡
花
晩
年
の
小
説
に
、
紅
葉
門
下
の
若
き
弟
子
等
が
生
態
を
描
き
そ
る
「
薄
紅
梅
」
あ
り
。
麹

町
九
段
な
る
硯
友
社
編
輯
所
に
、
文
士
志
望
者
等
集
ひ
來
そ
る
。
弟
子
等
が
上
に
、
壓
倒
的
權
威
と
存
在

感
も
て
立
つ
は
、
親
分
紅
葉
な
り
。
弟
子
等
一
人
一
人
に
、
渾
名
を
つ
け
揶
揄
す
る
も
、
面
倒
見
よ
く
、
徹

底
的
に
弟
子
等
の
面
倒
を
見
る
。
金
の
相
談
、
女
の
相
談
、
結
婚
の
世
話
等
な
り
。
弟
子
に
對
す
る
叱
責
嚴

し
き
も
、
せ
が
い
つ
か
巧
み
な
る
比
喩
と
地
口
に
換
り
、
皆
笑
ひ
出
づ
。
鏡
花
が
見
そ
る
紅
葉
は
、
「
春
照
と

秋
霜
」、
春
の
輝
き
と
秋
の
霜
、
嚴
し
き
義
氣
と
「玉
の
如
き
」温
情
の
師
な
り
き
。 

   

三
十
二 

明
治
期
の
日
本
の
近
代
小
説
の
歴
史
を
見
る
に
、
次
の
事
に
氣
附
か
む
。
小
説
の
主
流
の
、
文
語

小
説
よ
り
言
文
一
致
體
小
説
に
切
替
り
そ
る
は
、
西
暦
十
九
世
紀
と
二
十
世
紀
の
境
目
、
明
治
三
十
三
年

頃
な
り
。
せ
の
前
後
に
、
文
學
の
先
走
者
の
内
、
江
戸
の
氣
風
を
濃
厚
に
受
繼
ぐ
樋
口
一
葉
、
尾
崎
紅
葉
、

及
び
齋
藤
緑
雤
、
二
十
代
、
三
十
代
の
若
さ
に
て
相
次
ぎ
沒
す
。
せ
の
後
は
自
然
主
義
派
の
盛
期
と
な
る
も
、

短
き
間
に
飽
か
れ
、
長
く
文
壇
の
本
流
を
占
め
そ
る
は
、
森
鴎
外
、
夏
目
漱
石
、
永
五
荷
風
の
、
歐
米
よ
り

の
歸
朝
者
な
り
。
歐
米
留
學
者
な
ら
ず
し
て
、
日
本
人
の
感
性
に
根
差
す
る
作
風
の
幸
田
露
伴
、
泉
鏡
花
あ

り
て
、
文
壇
に
重
ん
ず
ら
る
る
も
、
近
代
文
學
に
て
は
尐
數
派
に
甘
ん
ず
。 

   



三
十
三 

せ
が
、
日
本
近
代
文
學
の
性
格
を
偏
向
す
し
め
そ
る
な
き
や
。
固
よ
り
鴎
外
、
漱
石
、
荷
風
、
三

人
何
れ
も
、
日
本
文
化
の
素
養
深
し
。
年
齡
と
共
に
せ
れ
ぜ
れ
の
流
儀
に
て
、
日
本
本
來
の
文
化
傳
統
に
囘

歸
す
り
。
さ
れ
ど
三
人
は
、
皆
、
歐
米
文
學
を
文
學
の
模
範
と
す
る
時
期
あ
り
。
三
人
が
文
學
に
、
歐
米
の

影
響
濃
し
。
漱
石
と
荷
風
、
明
治
日
本
を
批
判
し
、
せ
れ
に
對
し
斜
に
構
へ
る
姿
勢
強
し
。
五
原
西
鶴
に
學

び
、
義
理
人
情
を
尊
び
そ
る
紅
葉
と
は
、
思
想
を
異
に
す
。 

   

三
十
四 

埒
も
無
き
假
定
な
れ
ど
、
若
し
紅
葉
、
一
葉
等
の
實
際
よ
り
長
生
き
す
ば
、
日
本
の
近
代
文
學
、

如
何
な
る
も
の
と
な
り
し
や
。
實
際
よ
り
廣
く
、
社
會
に
受
入
れ
ら
れ
そ
る
に
非
ず
や
。
或
い
は
後
の
日
本

文
學
の
特
徴
そ
る
純
文
學
、
大
衆
小
説
の
辨
別
、
生
ず
ざ
り
し
や
も
知
れ
ず
。
現
に
紅
葉
の
弟
子
等
、
純
文

學
、
大
衆
小
説
兩
分
野
に
進
め
り
。
又
文
章
を
考
ふ
る
に
、
言
文
一
致
の
現
代
文
に
、
日
本
人
に
と
り
、
今

よ
り
自
然
な
る
文
章
と
、
江
戸
期
に
連
續
す
る
文
體
、
成
立
し
得
そ
る
や
も
量
り
得
ず
。 

   

三
十
亓 

斯
か
る
は
、
思
ふ
も
益
無
し
。
さ
れ
ど
尾
崎
紅
葉
、
特
に
『
金
色
夜
叉
』
に
、
正
宗
白
鳥
の
言
ふ
如

き
骨
格
の
大
き
さ
あ
れ
ば
、
斯
か
る
事
を
考
ふ
る
を
得
さ
し
む
る
な
り
。 

   

三
十
六 

尾
崎
紅
葉
が
死
の
年
に
、
弟
子
泉
鏡
花
と
の
間
に
、
一
事
件
あ
り
。
紅
葉
、
泉
鏡
花
の
神
樂
坂
藝

者
桃
太
郎
と
同
棲
す
る
を
知
り
て
怒
り
、
鏡
花
を
叱
り
て
離
別
す
し
む
。
何
故
に
紅
葉
の
怒
れ
る
や
は
知
れ

ず
。
さ
れ
ど
鏡
花
、
素
直
に
師
の
言
に
從
ふ
。
こ
は
、
後
に
鏡
花
が
小
説
『婦
系
圖
』
の
、
芝
居
と
な
り
て
上
演

す
ら
る
る
に
、
湯
島
天
神
の
早
瀬
主
税
・
お
蔦
の
別
れ
の
場
、
多
く
の
人
を
感
動
す
し
む
。
「湯
島
の
白
梅
」な

る
演
歌
、
せ
を
唄
ひ
て
、
長
く
世
に
唄
は
る
（「湯
島
の
白
梅
」聽
く
べ
し
）。 

   

三
十
七 

實
際
に
泉
鏡
花
、
紅
葉
が
死
後
此
の
女
性
と
同
棲
し
、
長
き
逡
巡
の
後
結
婚
す
。
一
生
を
添
ひ
遂

げ
そ
る
す
ず
夫
人
な
り
。
内
助
の
功
あ
り
し
賢
夫
人
に
し
て
、
鏡
花
が
も
の
の
好
惡
、
性
癖
を
知
り
盡
し
、

日
常
生
活
の
中
に
、
鏡
花
の
文
學
活
動
に
適
し
そ
る
環
境
を
調
（
と
と
の
）
ふ
。
鏡
花
は
金
澤
生
れ
に
て
、
父

は
彫
金
師
な
れ
ど
、
幼
時
死
別
す
る
母
、
名
、
鈴
は
、
江
戸
の
能
樂
の
鼓
の
名
門
出
身
な
り
。
こ
の
母
を
生
涯

慕
ひ
そ
る
鏡
花
に
は
、
江
戸
生
れ
の
同
名
の
夫
人
、
母
と
同
じ
く
、
江
戸
の
文
化
を
體
現
す
る
女
性
な
り
け



む
。
後
年
の
鏡
花
の
小
説
、
隨
筆
の
こ
こ
か
し
こ
に
、
夫
人
と
鏡
花
自
身
の
、
仲
睦
ま
じ
く
、
互 か

そ

み
に
巧
み
な

る
冗
談
を
交
は
す
あ
り
。 

   

三
十
八 

泉
鏡
花
は
尾
崎
紅
葉
の
六
歳
年
下
な
り
。
紅
葉
の
『
二
人
比
丘
尼
色
懺
悔
』
を
讀
み
て
感
激
し
、

十
七
才
に
て
上
京
、
紅
葉
が
内
弟
子
と
な
れ
り
。
紅
葉
家
に
書
生
兼
玄
關
番
と
て
住
込
み
、
紅
葉
よ
り
、

一
々
の
文
章
の
添
削
等
、
親
身
な
る
指
導
を
受
く
。 

   

三
十
九 

紅
葉
が
斡
旋
に
て
、
二
十
才
前
に
、
京
都
の
日
刊
新
聞
に
小
説
を
連
載
す
り
。
此
の
鏡
花
處
女
作
、

評
判
は
芳
し
か
ら
ず
、
何
度
か
連
載
中
止
の
話
あ
り
し
も
、
紅
葉
、
新
聞
社
を
説
得
し
、
完
結
す
し
む
。
し

か
の
み
な
ら
ず
、
紅
葉
此
の
小
説
を
、
鏡
花
が
郷
里
の
新
聞
に
轉
載
す
し
め
そ
る
ら
し
。
鏡
花
の
一
時
金
澤

に
あ
り
し
時
、
新
聞
を
買
ふ
金
無
き
に
よ
り
、
毎
日
、
新
聞
社
社
屋
に
行
き
、
社
屋
の
前
に
張
り
出
さ
れ
そ

る
新
聞
に
、
自
ら
の
小
説
の
掲
載
す
ら
れ
そ
る
を
見
、
嬉
し
く
思
ひ
そ
る
と
か
や
。 

   

四
十 

父
の
死
に
よ
り
て
、
鏡
花
、
東
京
よ
り
金
澤
に
歸
郷
す
。
歸
郷
後
も
引
續
き
、
草
稿
、
手
紙
を
紅
葉
に

送
り
て
指
導
を
受
く
。
さ
れ
ど
鏡
花
、
家
族
扶
養
等
に
因
り
、
經
濟
的
、
精
神
的
に
追
詰
め
ら
る
。
一
時
は
、

城
の
堀
に
身
を
投
ぐ
る
ま
で
を
思
ふ
。 

   

四
十
一 

あ
る
晩
鏡
花
、
堀
の
周
圍
を
さ
ま
よ
ひ
歩
き
し
に
、
同
じ
く
堀
に
見
入
る
若
き
女
性
あ
る
に
氣
附

け
り
。
せ
が
生
へ
の
執
著
を
呼
戻
し
そ
る
に
や
、
鏡
花
家
に
歸
る
。
翌
朝
其
の
女
性
と
覺
し
き
近
所
の
娘
、
堀

に
身
を
投
げ
、
死
す
る
を
知
る
。
ハ
ン
カ
チ
工
場
に
働
く
、
武
家
出
身
の
女
工
に
し
て
、
刺
繍
の
上
手
な
り
。

鏡
花
、
生
涯
、
其
の
女
性
の
我
が
身
替
り
と
な
り
て
、
我
を
救
へ
り
と
思
ひ
續
く
。
鏡
花
の
最
晩
年
、
死
の
直

前
に
書
か
れ
そ
る
小
説
に
、
「
縷
紅
新
草
」
あ
り
。
せ
は
其
の
女
性
の
死
と
、
親
戚
の
、
撥
剌
そ
る
若
き
主
婦

を
題
材
に
採
り
、
人
死
な
ば
、
新
し
き
人
出
づ
る
人
の
世
の
流
轉
の
哀
れ
を
、
し
み
じ
み
と
感
ず
し
む
る
名

作
な
り
。 

  



四
十
二 

紅
葉
、
自
ら
の
手
元
に
屆
き
そ
る
草
稿
と
手
紙
よ
り
、
鏡
花
が
苦
境
と
煩
悶
を
察
知
す
。
直
た
に

書
簡
を
送
り
、
鏡
花
が
氣
の
弱
さ
を
そ
し
な
む
。
「
破
壁
斷
軒
の
下
に
生
を
享
け
て
パ
ン
を
咬
み
水
を
飮
む

身
も
天
な
ら
ず
や
。
其
天
を
樂
め
」
、
あ
ば
ら
家
に
住
み
、
飮
食
に
事
缺
く
も
天
の
與
へ
そ
る
運
命
な
ら
ず

や
、
其
の
運
命
を
樂
し
め
、
と
。
又
弟
子
が
天
性
の
素
質
を
、
「
汝
の
腦
は
金
剛
石
な
り
。
金
剛
石
は
天
下
の

至
寶
な
り
」
と
襃
め
、
研
鑽
を
積
ま
ば
、
何
れ
素
質
の
花
開
く
日
來
る
べ
し
、
「
汝
を
磨
…
く
こ
と
數
年
に
し

て
、
光
明
千
萬
丈
赫
々
と
し
て
不
滅
を
照
ら
さ
む
」と
激
勵
し
、
幾
許
か
の
金
額
の
爲
替
を
同
封
す
。 

   

四
十
三 

こ
の
師
の
書
簡
に
因
り
て
、
鏡
花
は
救
は
る
。
後
年
に
な
り
て
、
自
宅
を
訪
問
す
る
若
き
弟
子
、
水

上
瀧
太
郎
に
、
鏡
花
、
手
箱
に
大
切
に
藏
す
る
此
の
書
簡
を
取
出
し
、
眼
に
涙
を
そ
め
、
押
し
戴
き
て
之
を

示
す
。
水
上
瀧
太
郎
は
企
業
經
營
者
に
し
て
作
家
、
筆
名
を
鏡
花
が
作
品
の
作
中
人
物
よ
り
藉
る
。 

   

四
十
四 

鏡
花
に
と
り
、
紅
葉
は
大
恩
人
に
し
て
、
絶
對
の
師
な
り
。
或
る
時
相
弟
子
の
徳
田
秋
聲
、
紅
葉

は
菓
子
の
食
過
ぎ
に
因
り
命
を
縮
め
そ
り
と
言
ひ
し
に
、
鏡
花
、
無
禮
な
り
と
て
、
取
つ
組
み
合
ひ
の
喧
嘩

を
仕
掛
く
。
芝
居
の
稽
古
に
舞
臺
に
上
り
て
も
、
舞
臺
上
に
紙
の
紅
葉
の
散
る
を
見
る
や
、
師
が
名
を
憚
り
、

踏
ま
ざ
る
や
う
、
せ
を
避
け
て
歩
き
そ
り
と
云
ふ
。
さ
れ
ば
『
婦
系
圖
』
の
如
く
、
紅
葉
の
同
棲
に
反
對
す
ば
、

鏡
花
は
、
戀
女
房
を
も
離
別
す
。
古
風
な
る
師
弟
關
係
の
生
き
て
あ
る
な
り
。 

   

四
十
亓 

鏡
花
が
素
質
の
花
開
く
日
、
早
く
來
れ
り
。
出
世
作
、
『夜
行
巡
査
』と
『
外
科
室
』
の
發
表
す
ら
れ

し
は
、
金
澤
に
て
、
紅
葉
が
書
簡
に
救
は
れ
そ
る
翌
年
の
こ
と
な
り
。
恐
ら
く
は
此
の
二
作
品
に
、
紅
葉
が
添

削
の
手
、
加
は
り
そ
り
け
む
。
さ
れ
ど
紅
葉
は
凡
庸
の
師
に
非
ず
。
添
削
し
つ
つ
も
、
相
手
が
素
質
、
性
向
を

知
り
、
本
人
に
適
し
そ
る
文
體
を
模
索
す
る
な
ら
む
。
其
が
爲
な
り
や
、
此
の
二
篇
、
紅
葉
が
文
章
に
異
な

る
清
新
、
個
性
的
な
る
文
體
と
、
「觀
念
小
説
」と
稱
す
ら
る
る
獨
特
の
筋
立
て
に
て
世
人
の
耳
目
を
惹
け
り
。

鏡
花
は
一
躍
、
新
進
作
家
中
の
白
眉
と
目
す
ら
る
。 

   

四
十
六 

其
の
鏡
花
出
世
作
の
一
つ
、
『
外
科
室
』
全
篇
、
熊
澤
南
水
女
史
の
朗
讀
を
聽
か
む
。
歌
舞
伎
の
坂

東
玉
三
郎
丈
、
こ
の
小
説
を
、
吉
永
小
百
合
主
演
に
て
映
畫
化
す
る
は
、
ご
存
じ
の
方
あ
る
べ
し
。
名
流
夫
人



と
醫
學
士
が
至
上
の
戀
と
死
を
描
き
、
「
觀
念
小
説
」
と
言
は
る
る
ま
で
に
突
き
詰
め
そ
る
、
い
か
に
も
鏡
花

ら
し
き
一
篇
な
り
。
（熊
澤
南
水
女
史
の
『外
科
室
』朗
讀
） 

   

四
十
七 

『
外
科
室
』
は
文
語
文
小
説
な
れ
ど
、
其
の
後
鏡
花
、
獨
自
の
言
文
一
致
文
體
を
創
出
す
。
さ
れ

ど
時
流
に
從
は
ず
、
世
を
風
靡
す
る
自
然
主
義
と
は
一
線
を
劃
す
り
。
『
照
葉
狂
言
』
、
『
高
野
聖
』
、
『
歌
行

燈
』
、
『
春
晝
』
等
、
數
多
く
の
傑
作
を
書
き
、
明
治
後
期
よ
り
大
正
期
に
掛
け
、
天
才
作
家
と
持
て
囃
さ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
、
今
も
時
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
取
上
げ
ら
れ
、
さ
て
は
演
劇
作
品
と
て
、
劇
場
に
上
演
す

ら
る
る
多
し
。 

   

四
十
八 

歌
舞
伎
と
新
派
の
芝
居
に
、
鏡
花
は
、
定
番
と
し
て
上
演
す
ら
る
る
作
家
な
り
。
今
も
古
び
ず
。

新
派
の
『婦
系
圖
』
、
『
瀧
の
白
絲
』
、
『
日
本
橋
』、
歌
舞
伎
の
『天
守
物
語
』
、
『
海
神
別
莊
』等
、
今
も
觀
客
に

感
動
を
與
へ續
く
。
歌
舞
伎
に
あ
り
て
鏡
花
は
、
明
治
以
後
の
作
家
中
、
上
演
頻
度
の
最
も
多
き
作
家
數
人

に
數
ふ
。
而
も
鏡
花
の
『
天
守
物
語
』
等
、
高
年
齡
層
と
云
は
ん
よ
り
、
近
年
の
若
き
觀
客
よ
り
、
壓
倒
的
支

持
を
受
く
。 

   

四
十
九 

鏡
花
、
歐
米
歸
朝
組
の
森
鴎
外
、
夏
目
漱
石
よ
り
も
一
目
を
置
か
れ
、
永
五
荷
風
、
谷
崎
潤
一
郎
、

川
端
康
成
等
に
強
き
影
響
を
及
ぼ
す
。
大
正
よ
り
昭
和
に
な
り
て
も
、
作
品
を
發
表
す
る
現
役
作
家
に
し

て
、
若
き
作
家
ら
と
の
交
流
續
け
り
。 

   

亓
十 

鏡
花
の
文
學
、
二
つ
の
事
に
讀
者
の
眼
を
拓
く
。
一
つ
は
靈
の
世
界
の
氣
配
な
り
。
靈
の
世
界
は
、
我

等
が
日
常
的
現
實
世
界
の
裏
側
に
、
寄
添
ふ
如
く
、
或
い
は
脅
か
す
如
く
に
存
在
す
。
時
に
日
常
世
界
の
裂

け
、
せ
こ
に
忽
然
と
、
靈
の
世
界
、
非
日
常
の
異
界
、
露
は
な
る
姿
を
現
す
。
鏡
花
が
所
謂
幽
靈
小
説
、
斯
か

る
も
の
な
ら
ず
や
。
今
一
つ
は
女
性
原
理
の
力
な
り
。
現
實
世
界
と
靈
の
世
界
が
交
錯
し
、
相
互
に
入
り
交

じ
る
中
を
、
女
性
原
理
の
力
、
貫
徹
し
、
結
合
す
。
せ
を
鏡
花
に
從
ひ
て
、
「觀
音
力
」と
呼
ぶ
も
可
な
ら
む
。

靈
の
世
界
の
怖
し
き
鬼
神
の
力
を
顯
は
す
時
、
觀
音
力
に
恃
ま
ず
し
て
、
い
か
で
怖
し
さ
に
堪
ふ
る
を
得
む
。 

 



亓
十
一 

泉
鏡
花
が
、
類
ひ
稀
な
る
文
學
の
掘
り
起
し
そ
る
は
、
日
本
の
文
化
傳
統
の
中
を
、
地
下
水
の
如

く
流
る
る
、
靈
の
世
界
の
知
覺
と
女
性
原
理
の
力
に
あ
ら
ざ
り
し
か
。
せ
は
何
れ
も
、
古
代
以
來
の
日
本
に

あ
り
て
、
文
化
と
社
會
の
表
層
近
く
に
存
在
し
續
け
り
。
然
れ
ど
も
近
代
の
歐
米
化
に
因
り
て
、
合
理
的
思

考
と
男
性
原
理
の
支
配
に
壓
倒
す
ら
れ
、
意
識
の
外
へ
放
逐
す
ら
れ
そ
る
に
非
ず
や
。
せ
を
再
發
掘
す
る
鏡

花
の
文
學
、
柳
田
國
男
、
折
口
信
夫
が
民
俗
學
、
或
い
は
谷
崎
潤
一
郎
、
川
端
康
成
が
女
人
渇
仰
の
文
學
に
、

繋
ぐ
も
の
あ
り
。 

   

亓
十
二 

鏡
花
、
「文
章
の
錬
金
術
師
」と
て
、
文
壇
と
社
會
よ
り
特
別
の
敬
意
を
拂
は
る
。
當
初
尾
崎
紅
葉

に
よ
り
錬
磨
す
ら
れ
そ
る
獨
自
の
文
章
、
時
代
と
共
に
洗
練
の
度
を
加
ふ
。
鏡
花
が
文
章
を
讀
む
讀
者
、
い

つ
か
日
常
性
と
論
理
の
筋
を
超
え
、
知
的
言
語
の
操
作
と
は
異
な
る
次
元
に
て
、
現
實
世
界
と
靈
の
世
界
、

意
識
と
無
意
識
の
境
界
を
辿
る
。
さ
れ
ど
現
代
の
讀
者
、
文
學
の
愛
好
家
に
と
り
、
鏡
花
の
文
章
を
讀
む
は

難
し
。
憾
む
ら
く
は
、
現
代
の
我
等
が
、
國
語
力
と
日
本
文
化
の
知
識
、
鏡
花
の
作
品
を
細
部
に
至
る
ま
で

理
解
し
、
せ
が
香
氣
と
喚
起
力
を
十
全
に
味
は
ふ
に
足
ら
ざ
る
こ
と
な
り
。 

   

亓
十
三 

戰
後
の
作
家
三
島
由
紀
夫
、
鏡
花
の
文
學
に
つ
き
、
「
ど
ん
な
リ
ア
リ
ズ
ム
も
心
理
主
義
も
」
及
ば

ざ
る
、
「數
尐
い
日
本
語
（
言
靈
）」表
現
、
と
評
す
。
鏡
花
の
如
く
、
言
靈
を
喚
起
し
得
る
國
語
文
を
能
く
書

く
者
、
已
に
稀
な
り
と
言
は
ん
と
す
る
ら
む
。
鏡
花
亡
き
後
、
柳
田
國
男
、
「
泉
鏡
花
が
去
つ
て
し
ま
つ
て
か

ら
、
も
う
我
々
に
は
國
固
有
の
な
つ
か
し
い
モ
チ
ー
フ
に
、
時
代
と
清
新
の
姿
を
賦
與
す
る
こ
と
が
出
來
な
く

な
つ
そ
や
う
な
感
じ
が
し
て
な
ら
ぬ
」
と
嘆
く
。
さ
れ
ば
昭
和
の
作
家
に
し
て
、
『
李
陵
』
の
著
者
中
島
敦
の
、

「
日
本
人
に
生
れ
…
日
本
語
を
解
し
な
が
ら
、
鏡
花
の
作
品
を
讀
ま
な
い
の
は
、
折
角
の
日
本
人
そ
る
の
特

權
を
抛
棄
し
て
ゐ
る
や
う
な
も
の
ぞ
」と
述
ぶ
る
は
う
べ
な
り
。 

   

亓
十
四 

大
正
期
に
溯
ら
ば
、
芥
川
龍
之
介
は
、
鏡
花
の
世
代
を
越
え
、
親
交
を
結
び
そ
る
若
き
友
人
に
し

て
、
鏡
花
が
文
學
よ
り
多
く
を
學
び
そ
る
作
家
な
り
き
。
自
身
文
藻
の
大
家
そ
り
し
芥
川
、
平
素
鏡
花
を
尊

敬
し
、
鏡
花
の
文
に
「巨
靈
神
斧
の
痕
」を
見
る
。
此
の
若
き
友
人
が
、
昭
和
二
年
の
突
然
の
死
、
而
も
『
泉
鏡

花
全
集
』の
編
纂
に
、
盡
瘁
し
そ
る
後
の
自
死
を
、
鏡
花
、
如
何
な
る
痛
恨
の
思
ひ
も
て
、
見
送
り
し
ぜ
。 

  



亓
十
亓 

最
後
に
、
芥
川
龍
之
介
の
死
に
寄
す
そ
る
、
泉
鏡
花
が
文
語
弔
辭
を
、
熊
澤
女
史
の
朗
讀
に
聽
か

む
。
此
の
文
、
明
治
以
後
の
文
語
文
中
に
、
燦
然
と
輝
け
る
名
文
な
り
。
恐
ら
く
は
、
昭
和
初
年
に
書
か
れ

そ
る
文
語
文
中
の
珠
玉
、
最
高
の
典
例
な
ら
む
。
（熊
澤
南
水
女
史
の
「芥
川
龍
之
介
氏
を
弔
う
」朗
讀
）  

   

＜
＜
土
屋
追
記
； 

 

芥
川
への
弔
辭
を
ば
參
考
に
掲
載
す
べ
し
。
青
空
文
庫
よ
り
。
＞
＞ 

 

（參
考
） 

 

芥
川
龍
之
介
氏
を
弔
ふ 

 

泉
鏡
花 

  

玲
瓏(

れ
い
ろ
う)

、
明
透(

め
い
て
つ)

、
せ
の
文(

ぶ
ん)

、
せ
の
質(

し
つ)

、
名
玉
山
海(

め
い
ぎ
よ
く
さ
ん
か
い)

を
照(

て)

ら
す
る
君(

き
み)

よ
。
溽
暑
蒸
濁(

じ
よ
く
し
よ
じ
よ
う
ぞ
く)

の
夏(

な
つ)
を
背(

せ
む)

き
て
、
冷
々

然(

れ
い
／
＼
ず
ん)

と
し
て
獨(

ひ
と)

り
涼(

す
ゞ)

し
く
逝(

ゆ)

き
そ
ま
ひ
ぬ
。
倏
忽(

そ
た
ま
た)

に
し
て
巨
星

(

き
よ
す
い)

天(

て
ん)

に
在(

あ)

り
。
光(

ひ
か
り)

を
翰
林(

か
ん
り
ん)

に
曳(

ひ)

き
て
永
久(
と
こ
し
な
へ)

に
消

(

き)

え
ず
。
然(

し
か)

り
と
は
雖(

い
へど)

も
、
生
前(

す
い
ず
ん)

手(

て)

を
と
り
て
親(

し
そ)

し
か
り
し
時(

と
き)

ぞ
に
、
せ
の
容(

か
そ
た)

を
見(

み)

る
に
飽(

あ)

か
ず
、
せ
の
聲(

こ
ゑ)

を
聞(

き)

く
を
そ
ら
ず
と
す
し
、
わ
れ

ら
、
君(

き
み)

な
き
今(

い
ま)

を
奈
何(

い
か
ん)

す
む
。
お
も
ひ
秋
深(

あ
き
ふ
か)

く
、
露(

つ
ゆ)

は
涙(

な
み
ぞ)

の
如(

ご
と)

し
。
月(

つ
き)

を
見(

み)

て
、
面
影(

お
も
か
げ)

に
代(

か)

ゆ
べ
く
は
、
誰(

そ
れ)

か
ま
そ
哀
別
離
苦

(

あ
い
べ
つ
り
く)

を
言(

い)

ふ
も
の
ぜ
。
高(

そ
か)

き
靈(

れ
い)

よ
、
須
臾(

し
ば
ら
く)

の
間(

あ
ひ
ぞ)

も
還(

か
へ)

れ
、
地(

た)

に
。
君(

き
み)

に
あ
こ
が
る
ゝ
も
の
、
愛(

あ
い)

ら
し
く
賢(

か
し
こ)

き
遺
兒(

ゐ
じ)

そ
た
と
、
温
優

貞
淑(

を
ん
い
う
て
い
し
ゆ
く)

な
る
令
夫
人(

れ
い
ふ
じ
ん)

と
の
み
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。 

 

辭(

こ
と
ば)

つ
そ
な
き
を
羞(

は)

だ
つ
ゝ
、
謹(

つ
ゝ
し
ん)

で
微
衷(

び
た
う)

を
の
ぶ
。 

 

昭
和
二
年
八
月 

  


